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Enhancements

1. 板厚温度荷重

2. 格子計算における分岐道路の対応

3. 部材の形状指数に“環境条件に関する係数λ”の考慮

4. AASHTO LRFD 車両荷重に基づく 2 台のタンデムの100% 複合効果を考慮した HL-93TDM

5. 時間依存性材料DBの追加：IRC 112: 2020

6. 設計応答スペクトルDBの追加：SP 268.1325800.2016
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5 不具合修正
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1. 板厚温度荷重

 荷重 > 温度荷重 > 板厚温度荷重

• 板要素の厚さ方向の非線形温度を熱応力解析に適用できます。

• 板厚温度機能は、床版を板要素で、桁を梁要素でモデル化する合成桁に適用できます。

板厚温度荷重 梁断面温度荷重

Pre & Post-Processing
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• 分岐のある橋梁(下図のC1～C3)で横桁を定義する場合に既存はC1横桁の長さにC1の始点から終点までの距離が連続していると仮定して計算するため、横方向の幅が実
際より広く計算されるという問題があります。

• V945では分岐オプションを設けて、分岐が始まる横桁で“分岐”にチェックをすれば正しく横方向の幅を計算できます。

2. 格子計算における分岐道路の対応

 荷重 > 格子計算タイプ > 格子計算データ >横桁

横桁の定義

Pre & Post-Processing

C1
C2

C3

「分岐モデルの例」
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3. 部材の形状指数に“環境条件に関する係数λ” の考慮

 材料/断面 > 時間依存性材料 > クリープ/乾燥収縮

• 道路橋示方書に基づいた時間依存性材料を定義する際に、“環境条件に関する係数λ” 考慮できるオプションを追加しました。

時間依存性材料(クリープ/乾燥収縮)

Pre & Post-Processing

「道路橋示方書の共通編より抜粋」
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4. AASHTO LRFD 車両荷重に基づく 2 台のタンデムの100% 複合効果を考慮した HL-93TDM

 荷重 > 移動荷重タイプ > 移動荷重規準-AASHTO LRFD > 車両荷重 > AASHTO LRFD 荷重

• C3.6.1.3.1 AASHTO LRFD 2020 によると、2つの設計2軸車両と設計レーン荷重の複合効果の100%を、内部サポートでの負のモーメントと反力を調査するために使用
する必要があります。

• AASHTO LRFD Load の HL-93TDM 車両荷重には、複合効果を考慮するオプションを提供します。

車両荷重

Pre & Post-Processing
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5. 時間依存性材料DBの追加：IRC 112: 2020

 材料/断面 > 時間依存性材料 > クリープ/乾燥収縮
 材料/断面 > 時間依存性材料 > 圧縮強度

• クリープ/収縮および圧縮強度の時間依存性材料DBに「IRC 112:2020」が追加されました。

時間依存性材料(クリープ/乾燥収縮) 時間依存性材料(圧縮強度)

Pre & Post-Processing
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6. 設計応答スペクトルDBの追加：SP 268.1325800.2016

 荷重> 荷重タイプ >地震荷重 > 応答スペクトル関数

• 応答スペクトル関数DBに「SP 268.1325800.2016」設計応答スペクトルが追加されました。

加速度応答スペクトル

Pre & Post-Processing
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◎不具合修正

１．M-φ計算
：コンクリートのひずみが限界圧縮ひずみより大きい部分を限界圧縮ひずみとして適用する部分があり、
曲げモーメントが実際より少し大きく計算される現象を修正しました。

２．非線形特性のCSV読み込み
：非線形特性の定義ダイアログの” CSV読み込み” に不具合があり、修正しました。
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